















学位記番号第 1 872 5 号
学位授与年月日 平成 16 年 3 月 25 日

















似ランダム雑音 (PRN : Pseudo Random Noise) 符号除去処理部、および相関処理部を構成している。さらに、長
周期の PRN 符号を生成する際に有効となる位相制御手法を構築している。
第 4章では、前章で記述した信号処理機構の実装について考察している。まず、本機構にアナログ部およびプロセ
ッサとのインタフエ}ス回路を追加し、これら一連の処理機構を VLSI (Very Large Scale Integration) 化設計して
いる。つぎに、従来の GPS (Global Positioning System) 信号処理機構と比較して回路規模がどの程度増大するか




















考慮、している。その結果、提案した次世代衛星航法システム信号処理機構は従来の GPS 信号処理機構と比較して 32%
増の回路規模のみで実現できることを明らかにしている。また、 FPGA に実装した提案信号処理機構を含む評価用の
受信機を構築し、実際の衛星の信号を受信できることを示している。これにより、提案機構を適用した柔軟性の高い
次世代衛星航法システム受信機が実現できることを明らかにしている。
以上のように、本論文の成果は次世代衛星航法システム受信機の回路規模やメモリ容量の抑制に極めて有用である
ため、高機能かっ安価な受信機の早期実用化が可能となる。これにより、次世代衛星航法システム受信機の位置情報
を利用した高度な情報化社会の実現に貢献するものと期待できる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
